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	1 LNG移送のオペレーションガイドラインの改訂案
	1.1 改訂方針
	① 以下の調査から、ガイドラインの改訂箇所は、現行ガイドライン改訂の必要性が認められ、かつ安全性及び妥当性が確認できたものとする。
	② ①の調査結果から、国際規則の改正が待たれるものや安全性、妥当性が確認できない箇所は現状維持とする。
	③ ①の調査結果から、継続した検討が必要な箇所は現状維持とし、令和5年度以降に引き続き検討すべき事項として取りまとめる。

	1.2 現行ガイドラインの改訂案


